
広報きりゅう平成30年１月号 12

　
市
で
は
、
市
内
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
と
し
て
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
通
し
て
絵
本
を
開
く
楽
し

さ
と
、
親
子
の
心
が
触
れ
合
う
き

っ
か
け
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
７
か
月
児
健
康
診
査
時
に
赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
な
が
ら
、
２
冊
の
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
や
絵
本
が
好
き
な
人

の
申
し
込
み
を
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　利平茶屋・花見ヶ原森林公園の宿泊施設やバーベキュー
場などの受け付けを２月１日（木）から開始します。
申し込み＝２月１日（木）から４月27日（金）までは、
黒保根支所地域振興整備課産業振興係（☎96‐2113）へ。
４月28日（土）からは各公園へ。
　問い合わせは、黒保根支所地域振興整備課産業振興係
（☎96‐2113）へ。
▼利平茶屋森林公園（☎96‐2588）
　バーベキューやハイキング、川遊びなど自然を満喫でき、
赤城山への登山道も整備されています。鳥居峠からの景色
や遊歩道の「山崖の滝」も楽しめます。
　開園期間＝４月28日（土）～10月31日（水）
▼花見ヶ原森林公園（☎96‐3131）
　キャンプができ、黒

く ろ び

檜山への登山道も整備されています。
　開園期間＝４月28日（土）～９月30日（日）

森林公園予約の受け付け

　青少年団体などの平成30年度の体育館（アリーナと武
道場）の使用を受け付けます。
申し込み＝１月10日（水）から26日（金）までに、直接
青年の家へ。電話では受け付けません。
　問い合わせは、青年の家（☎47‐2186）へ。

平成30年度
青年の家体育館使用受け付け

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
開
始
し
た

桐
生
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
で
の

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

従
事
者
の
研
修
を
行
い
ま
す
。
新

た
な
担
い
手
を
養
成
す
る
２
日
間

の
研
修
で
す
。
介
護
保
険
制
度
の

概
要
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
、
生
活
援
助
な
ど
に
つ
い

て
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
２
月
７
日
（
水
）
・
８
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
国
際
会
議

室対
象
＝
市
内
６
か
所
の
訪
問
型
サ

ー
ビ
ス
Ａ
事
業
所
の
雇
用
者
ま
た

は
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事
希
望

者募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日
（
水
）
か

ら
25
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
で

長
寿
支
援
課
長
寿
支
援
係
（
☎
内

線
５
８
７
）
へ
。

　
芸
術
文
化
の
祭
典
と
し
て
５
月

か
ら
６
月
に
開
催
す
る
「
第
70
回

記
念
桐
生
市
文
化
祭
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

　
最
優
秀
作
品
は
、
Ｐ
Ｒ
用
の
ポ

ス
タ
ー
や
ち
ら
し
な
ど
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

応
募
資
格
＝
中
学
生
以
上

規
格
＝
色
彩
は
、
４
色
フ
ル
カ

ラ
ー
と
し
、
大
き
さ
は
Ａ
２
判

（
５
９
４
ミ
リ
×
４
２
０
ミ
リ
）

と
す
る
。
画
用
紙
は
縦
に
使
用
し
、

募
集
要
項
で
指
定
す
る
文
字
を
記

載
。

応
募
方
法
＝
作
品
裏
の
右
下
に
住

所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
（
学
校
名
と
学
年
）
、

電
話
番
号
、
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
を

記
入
し
、
２
月
９
日
（
金
）
ま
で

に
市
役
所
４
階
生
涯
学
習
課
へ
。

　
募
集
要
項
は
同
課
、
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係
（
☎
内
線
６
８
２
）

へ
。

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
会

第
70
回
記
念
桐
生
市
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す

桐
生
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事

者
研
修
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

期
日
＝
１
月
25
日
（
木
） 

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
号
室

募
集
人
数
＝
60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日（
水
）か
ら

23
日（
火
）ま
で
に
、電
話
で
図
書
館

（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。
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医
師
が
認
め
た
不
妊
・
不
育
症

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
申
請
日
の
１
年
以
上
前
か

ら
市
内
に
居
住
し
、
医
療
保
険
に

加
入
し
、
か
つ
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

助
成
金
額

▼
不
妊
治
療
費
助
成
金

　
保
険
診
療
一
部
負
担
金
と
保
険

適
用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
、
た

だ
し
、
「
群
馬
県
不
妊
に
悩
む
人

へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
」
に
該

当
す
る
場
合
は
、
対
象
医
療
費
総

額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し
引
い

た
額
の
２
分
の
１
で
、
10
万
円
を

上
限
と
し
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
、

通
算
５
回
ま
で
。

▼
不
育
症
治
療
費
助
成
金

　
保
険
診
療
一
部
負
担
金
と
保
険

適
用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
で
、

20
万
円
を
上
限
と
し
、
同
じ
年
度

内
に
1
回
、
通
算
５
回
ま
で
。

期
間
＝
治
療
し
た
年
度
ご
と
の
申

請
で
す
。

　
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
治
療
に

つ
い
て
は
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
、
新
里
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
74
５
５
５
０
）
、

黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

96
２
２
６
６
）
へ
。

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事

業
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　群馬大学と古民家カフェ「プラスア
ンカー」が連携し、２か月に一度開催
しています。
　今回は、「歴史から見た祇

ぎ お ん

園まつり
と八木節まつり」と題した桐生祇園祭
保存会理事奈良彰一さんによる講話で
す。
期日＝１月20日（土）
時間＝午後３時～４時30分
場所＝プラスアンカー（本町六丁目）
費用＝1,000円（飲み物代含む）
申し込み＝電話でプラスアンカー（☎
080‐1152‐0083）へ。
　問い合わせは、企画課大学連携推進
担当（☎内線577）へ。

アートカフェin桐生

　平成28年度に現地調査した梅田町四丁目の
一部の地籍図と地籍簿が作成されましたので、
閲覧を実施します。
　なお、対象者については、後日通知を発送
します。
期間＝１月19日（金）～２月７日（水）
※土・日曜日を除く。ただし、２月４日
（日）のみ梅田公民館で午前９時から午後４
時まで閲覧を実施します。
時間＝午前９時～午後５時
閲覧場所＝市役所６階会議室
　問い合わせは、農業振興課国土調査係（☎
内線598）へ。

防災講演

　
毎
年
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
や
震
災

か
ら
守
る
た
め
の
初
期
消
火
や
消

防
車
に
よ
る
放
水
な
ど
の
訓
練
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期
日
＝
１
月
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
約
30
分
間

場
所
＝
青
蓮
寺
（
西
久
方
町
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財
保

護
課
文
化
財
保
護
係
（
☎
内
線

６
２
２
）
へ
。

｢

文
化
財
防
火
デ
ー｣

に
伴
う

防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す

昨年の防火訓練の様子

　
日
本
の

防
災
教
育

の
第
一
人

者
で
あ
り
、

桐
生
市
防

災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
東
京
大
学
大
学
院
片

田
敏
孝
特
任
教
授
に
よ
る
防
災

講
演
で
す
。

　
「
近
年
の
大
規
模
災
害
に
学

ぶ
こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災
～
こ

れ
か
ら
の
桐
生
市
の
防
災
を
考

え
る
～
」
と
題
し
、
近
年
の
災

害
の
傾
向
や
地
域
防
災
の
あ
り

方
、
大
災
害
に
対
す
る
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
＝
１
月
29
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心

課
防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）

へ
。

国土調査成果を閲覧
できます

１月29日（月）
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